
 
 

 
 

               
 

 
 

 
 
 
 

                                 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
     

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

小浜市身体障害者福祉連合会は、市内の４つの障害者団体で構成され、21 名の会員が力を合わせ

て活動しています。視覚・聴覚・肢体など、障害の種別をこえてつながり合い、誰もが参加しやす

い地域づくりをめざしている団体です。 
福井県身体障害者福祉連合会にも加盟し、毎年「身体障害者スポーツ大会」や「福祉大会」に参

加しています。スポーツを通じた交流により仲間の輪を広げています。 
令和８年度のスポーツ大会では、全国スポーツ大会（国体）に１名が出場するという嬉しいニュ

ースもあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年間を通じて、「４団体交流会」「新春の集い」「ローリングボール大会」「パラスポーツデー」な

ど、多彩な行事を開催しています。どの行事も笑顔があふれ、仲間とのつながりを深める大切な機

会となっています。 
しかし近年、県内では高齢化により団体運営が難しく、解散する団体も増えています。小浜市で

も新規入会者が少なく、会員数の減少が課題となっています。 
障害者手帳をお持ちの方や、対象となる方をご存じの方がいらっしゃいましたら、ぜひ連合会を

ご紹介ください。 
新しい仲間とともに、これからも地域に寄り添う活動を続けていきたいと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和８年９月吉日発行 第２４号 

活動団体の紹 
【発行】小浜市ボランティア・市民活動交流センター（西津コミュニティセンター内） 

開館時間：9:30 ～ 16:30 休館日：日曜日、月曜日、祝日、お盆、年末年始 

電話/FAX 52-7837   メール volunt-sien@city.obama.lg.jp 

小浜市北塩屋 22-2 センター出入口：国道 162 号側（旧西津保育園玄関） 

小浜市郷土史研究会は、毎月『たのしい歴史講座』を開催しています。 
◆開催日 ９/１２(土)、１０/１７(土)、１１/２１(土)、１２/１９(土)、 令和９年１/１６(土)、２/２０(土)、３/２０(土) 
◆内容 若狭小浜の歴史解説やクイズ ◆講師 同会 岸部

き し べ

 誠
まこと

会長 ◆時間 １３時～１５時 
◆場所 小浜市ボランティアセンター ２階 活動室 ◆問合せ先 髙井さん ☎ 090･1632･8868 

 ※参加費は無料です。小浜の歴史に関心のある方、一緒に講座をたのしみませんか!! 

 ～小浜市郷土史研究会から たのしい歴史講座 のお知らせ～ 

№ 団　体　名 活　動　内　容
1 若狭日本語の会  国際交流
2 小浜古文書の会  古文書解読
3 認知症の人と家族の会  認知症の人と家族の支援
4 小浜市国際交流協会  国際交流
5 マリンカの会  国際交流
6 童謡をうたう会　｢赤いくつ｣  合唱
7 若狭西地区更生保護女性会  更生保護
8 Ｏｒａｎｇｅ　ｐｅｅｌ  手芸作品作成
9 ふくふく笑いクラブ小浜  笑いヨガ
10 おばま児童文学会　風夢  読み聞かせ
11 小浜山の会  登山・ハイキング等
12 小浜市母子寡婦福祉連合会  社会教育
13 おもちゃ病院「鯖の道」  社会教育
14 男声合唱団フロッグス  合唱
15 若狭小浜歴史研究会  若狭小浜の歴史研究
16 小浜病院園芸ボランティアすみれの会  園芸
17 小浜市郷土史研究会  郷土の歴史、地理の研究
18 観光ボランティアガイド「若狭の語り部」  観光ガイド・文化歴史の伝承
19 子ども食堂「おむすびころりん」  子育て支援
20 小浜市歌人協会  短歌
21 特定非営利活動法人 わくわくくらぶ  託児・子育て相談
22 宮川産鳳足石硯研究会  鳳足石硯調査
23 小浜市身体障害者福祉連合会  身障者の社会参加　　
24 要約筆記サークル　ハンドリリーフ  要約筆記通訳
25 特定非営利活動法人 ＷＡＣおばま  まちづくり
26 おひさま  まちづくり



小浜市文化会館エントランスホールで開催しまし

た。「ねがい」、「空とぶうさぎ」など 12 曲を男声合

唱で披露し、深みのある力強い歌声が会場を包みま

した。童謡をうたう会「赤いくつ」のゲスト出演も

あり、最後は「翼をください」をみんなで歌うな

ど、アットホームな雰囲気のコンサートとなりまし

た。毎週水曜日 19 時 30 分から咲楽館で練習してい

ます。歌が好きな方の参加を歓迎しています。 

小浜病院東館沿道の花壇で、春のパンジー

を掘り上げ、夏・秋に向けたベコニアの植付

けを行いました。通りかかった方から「いつ

もきれいな花を楽しませてもらっています」

と声をかけていただき、会員一同励みになり

ました。これからも協力しながら花壇を整

え、市民の皆さんに季節の彩りを届けていき

たいと考えています。 

小浜浅間・ 常
じょう

高寺
こう じ

にて平和の桜『陽光
ようこう

桜
ざくら

』の

植樹を行いました。当日は春のような陽気に恵ま

れ、昨年の夏に開催した「平和を願うおはなし会

と風鈴づくり」に参加した親子や地域の方々が集

まりました。参加者は苗木に土をかけながら平和

への願いを込め、地域に新たな「祈りの桜」が植

えられる心温まる行事となりました。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

        
      

 
     
     
     
     
     

    
 
 
 
 
                 
 
 
 
 

                            
 
 
    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

８月１８日(火） 

おもちゃ病院｢鯖の道｣ 

地域在住の外国人 10 名と日

本語サポーター６名が参加しま

した。災害時の電話体験や非常

食の試食を通して、防災への理

解を深める機会となりました。 

また、「やさしい日本語」での

屋外放送に対し、「理解でき

た！」との声が上がり、言葉の

伝わりやすさの大切さを改めて

実感する訓練となりました。 

サン・サンホームで交流会を開催し

ました。日本人 43 名、外国人 45 名の

計 88 名が参加し、会場は終始にぎや

かな雰囲気に包まれました。外国人参

加者は浴衣に着替え、短冊に願い事を

書いて笹に飾り、日本の伝統行事を一

緒に楽しみました。 

「昭和歌謡の演奏」や「七福神大笑

い音頭」、「ひも引き抽選会」などの催

しも大盛況で、最後は全員で「炭坑

節」を踊り、笑顔あふれる交流のひと

ときとなりました。 

 

６月２日(火) 

口名田保育園へ約 50 点のおもちゃを寄贈

しました。園児 24 名からは「ありがとうご

ざいます」と元気なお礼の言葉と「手のひら

を太陽に」の歌のプレゼントがあり、会場は

温かい空気に包まれました。 
設立 10 年を迎えた同会は、保育園への寄

贈（今回で４回目）や定期的な「おもちゃ病

院」の開催を続けています。子どもたちが大

切に使うおもちゃを長く楽しめるよう、壊れ

た際はぜひ「おもちゃ病院」に持ち寄ってほ

しいと願いながら、物を大切にする心を伝え

る活動を続けています。 

 ｢おもちゃの贈呈式｣ ｢七夕のつどい 2026 開催｣ 

若狭日本語の会 

５月２３日(土)  

  ｢ベコニアの植付」 

小浜市国際交流協会 

小浜病院園芸ボランティアすみれの会 

５月１０日(日) 
｢春のいっしょに登りませんか｣ 

恒例の山登りを開催し、一般参加者

38 名、会員 20 名の計 58 名で舞鶴市の

多祢寺
た ね じ

山
やま

に登りました。 
新緑の美しい林を歩き、全員が無事

に山頂へ到達。山頂からは舞鶴湾と若

狭湾を望む絶景が広がり、参加者から

は「来てよかった」との声が多く聞か

れました。 

男声合唱団フロッグス 

 ｢スプリングコンサートを開催｣ 
３月８日(日） 

おばま児童文学会 風夢 

小浜小学校６年生の平和学習の依頼を受け、「戦

争と平和」について語りました。語り部は、普段

から市内の学校や団体に向けて「小浜の歴史や文

化財」を伝える活動を行っています。児童からは

「『あぁモンテンルパの夜は更けて』の歌が心に響

いた」、「戦争について調べ、平和について考えて

いきたい。」「戦争は絶対にしてはいけない。」など

の感想が寄せられ、平和への思いを深める学びの

時間となりました。 

｢小浜市防災訓練に参加」 

６月１６日(火)  

｢小浜小学校にて、平和学習を開催｣ 

２月２２日(日) 
 ｢平和の桜 『陽光

ようこう

桜
ざくら

』の植樹」 

小浜山の会 観光ボランティアガイド｢若狭の語り部｣ 

６月２８日(日) 

子ども食堂｢おむすびころりん｣ 

８月１日(土)｢夏祭りを開催｣    

会場のサン・サンホームには、多くの親子連れ

が訪れ、オープニングのフルート演奏で会場は一

気に華やいだ雰囲気に。準備した 200 枚の入場券

はすぐに配布終了となるほどの盛況でした。鮭お

にぎり、焼きそば、お饅頭、スイカなどのご寄付

品はどれも大人気で、子どもたちは大満足。中高

生ボランティアの協力も心強く、地域の温かい支

えにより開催できた夏祭りとなりました。 


